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松崎有修   白内障・屈折手術の論点　縫着対強膜内固定(強膜内固定の視点).  IOL & RS 2018; 32巻3号: 485-491.

桐野衛二，田中昌司，福田麻由子，稲見理絵，新井平伊，井上令一，青木茂樹.  「精神医学のフロンティア」機能的MRIと脳波の安静時同時記録による統合失調症患者の脳
内機能的連絡の検討．精神神経学雑誌 120(11): 990-996, 2018

土至田宏  【コンタクトレンズ用語集 第22回】コンタクトレンズの法律上の分類．日コレ誌 2018; 60: 48-49.

土至田宏  遠近両用CLの基礎と応用―老視対策から近視抑制までー．眼科グラフィック 2018; Vol.7: 541.

土至田宏  遠近両用CL概論．眼科グラフィック 2018; Vol.7: 542-548.

松崎有修, 太田俊彦.  【これでわかる眼内レンズ度数決定のコツ】前房深度からみたIOL度数計算のコツ. MB OCULISTA2018; No.63: 66-71.
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清水　芳男  シャント狭窄の原因とその治療法．血液透析患者さんのためのシャント管理とフットケアの新しい治療法-FIRAPYの効果．富野　康日己編．広稜社．東京、pp. 36-55,
2018

清水　芳男  歯科医師が知っておきたい以下基本薬　6抗血栓薬. 歯科におけるくすりの使い方．富野　康日己他編．デンタルダイヤモンド社．東京, pp. 191-95, 2018

清水　芳男  成人において血尿をきたす鑑別疾患. 尿検査のみかた、考えかた. 監修　富野康日己他, 中外医学社. 東京, pp. 195-198, 2018

射場敏明  播種性血管内凝固症候群(DIC)の治療方針. 救急・集中治療最新ガイドライン2018-'19, 総合医学社, pp52-54.

射場敏明  侵襲から臓器不全に至るメカニズム. 救急診療指針改定第5版 救急医学会指導医・専門医制度委員会編集, へるす出版, 2018, pp625-633.
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西山 樹, 馬場 洋介, 宮林 和紀, 山田 啓迪, 大塚 宜一, 寒竹 正人, 清水 俊明.  重症食物アレルギーにおけるIL33/ST2応答の検討、アレルギーの臨床 　北隆館　2018年
38(9) 905-909
今井富裕　他編集、　桐野衛二　他共同執筆　日本臨床神経生理学会　専門医・専門技術師　試験問題解説120（日本臨床神経生理学会編集　今井富裕他　編集）診断と治
療社東京，2018

井口 整、藤田 修英、長谷川 浩、上野 英明、渡邉 瑞也、中尾 保秋、山本 拓史.  大型刈り込み鋏による穿通性頭部外傷の1例、脳神経外科　46（11）：999-1005、2018

岩永 温子, 加賀 麻弥, 平澤 祐輔, 長谷川 敏男, 池田 志斈.   顔面のWells症候群が強く疑われた1例. 皮膚科の臨床 60:724-725, 2018

柳川 洋一  スポーツと突然死.  救急医学 へるす出版 2018;42(3): 287-292.

射場敏明  欧米のガイドライン. 救急・集中治療vol 30 臨時増刊号2018 徹底ガイドDICのすべて.　総合医学社

馬場 洋介, 大塚 宜一, 寒竹 正人, 清水 俊明.  小児アレルギー疾患におけるIL-33/ST2の測定の意義、アレルギーの臨床　北隆館　2018年  38(2) 192-195

塚本 清香, 加賀 麻弥, 平澤 祐輔, 長谷川 敏男, 池田 志斈, 阿部 澄乃.   肺結核を伴った臀部皮膚結核の1例. 臨床皮膚科 72:635-639, 2018

土至田宏  全層角膜移植術後に角膜内皮移植術を施行した1例．静岡県眼科医会誌 2018; Vol.35:  p1.

渡邉瑞也、阿部瑛二、石元玲央、藤田修英、長谷川浩、上野英明、中尾保秋、山本拓史、和田了.  経時的な変化で瘤形成を来した中大脳動脈遠位部の解離性脳動脈瘤の１
例、脳神経外科　46（5）：415-422、2018

土至田宏  【もっと知りたいオルソケラトロジー】オルソケラトロジーの屈折矯正原理と角膜への影響．Monthly Book OCULISTA 2018; 66: 13-19.
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徳田智史、前川博、小泉明博、佐藤浩一.  肝血管腫を合併した、胃癌の症例に対し同時切除した１例．第296回東海外科医会・静岡県外科医会第239回集談会、
2018.10.14、アクトシティ浜松コングレスセンター

山本陸、加藤永記、上田脩平、徳田智史、櫻庭駿介、氷室貴規、宗像慎也、櫛田知志、折田創、櫻田睦、田中 顕一郎、前川博、和田了、佐藤浩一.  S状結腸癌と前立腺癌の重
複癌を術後病理検査で診断し得た一例．第43回日本外科系連合学会学術集会、2018.6.23、虎ノ門ヒルズフォーラム
徳田智史、村井勇太、小泉明博、山本陸、加藤永記、上田脩平、櫻庭駿介、氷室貴規、櫛田知志、折田創、櫻田睦、田中 顕一郎、前川博、和田了、佐藤浩一.  多臓器浸潤を
伴う巨大後腹膜腫瘍に対し手術を施行し得た１例．第43回日本外科系連合学会学術集会、2018.6.22、虎ノ門ヒルズフォーラム
村井勇太、氷室貴規、田中 顕一郎、前川博、佐藤浩一、和田了.  乳房切除後、創部に局所再発するも切除し得た１例．第15回日本乳癌学会中部地方会、2018.9.8、三重大
学病院
山本陸、村井勇太、小泉明博、加藤永記、上田脩平、徳田智史、櫻庭駿介、朝倉孝延、氷室貴規、櫛田知志、折田創、櫻田睦、田中 顕一郎、前川博、和田了、佐藤浩一.
pagetoid癌を呈した若年性乳癌の一例．第15回日本乳癌学会中部地方会、2018.9.8、三重大学病院

村井勇太、前川博、小泉明博、加藤永記、山本陸、上田脩平、櫻庭駿介、徳田智史、宗像慎也、清水秀穂、折田創、櫛田知志、櫻田睦、田中顕一郎、佐藤浩一.  経皮経肝胆
道ドレナージ後右肝動脈仮性動脈瘤の１例．第54回日本腹部救急医学会総会、2018.3.8、京王プラザホテル
小泉明博、徳田智史、櫻庭駿介、宗像慎也、櫛田知志、折田創、櫻田睦、佐藤浩一.  肝嚢胞自然破裂を来した１例．第54回日本腹部救急医学会総会、2018.3.9、京王プラザ
ホテル

清水 秀穂、田中 顕一郎、前川 博、佐藤 浩一、和田 了、齊藤 光江.  当院におけるFEC100療法でのペグフィルグラスチム(1次的予防)の使用経験．第26回日本乳癌学会総会、
2018.5.16、国立京都国際会館
村井勇太、前川博、小泉明博、加藤永記、山本陸、上田脩平、櫛田知志、櫻田睦、折田創、田中 顕一郎、佐藤浩一、矢田昌太郎、田中利隆、金田容秀、三橋直樹.  妊娠合併
急性膵炎に対して緊急帝王切開術後に保存的治療にて救命し得た１例．第43回日本外科系連合学会学術集会、2018.6.22、虎ノ門ヒルズフォーラム
宗像慎也、村井勇太、小泉明博、加藤永記、山本陸、上田脩平、徳田智史、櫻庭駿介、折田創、櫛田知志、櫻田睦、前川博、佐藤浩一.  閉塞性大腸癌の長期成績．第43回日
本外科系連合学会学術集会、2018.6.22、虎ノ門ヒルズフォーラム

前川博、村井勇太、小泉明博、加藤永記、上田脩平、徳田智史、櫻庭駿介、氷室貴規、宗像慎也、田中顕一郎、櫛田知志、折田創、櫻田睦、佐藤浩一.  遠位胆管癌症例の補
助化学療法の効果についての検討．第72回静岡県癌治療研究会、2018.3.17、静岡第一ホテル
村井 勇太、田中 顕一郎、清水 秀穂、前川 博、佐藤 浩一、和田 了、齊藤 光江.  モーズ軟膏と放射線療法の併用で腫瘍の著明な縮小を認めた高齢の皮膚浸潤乳癌の１例．第
26回日本乳癌学会総会、2018.5.16、国立京都国際会館
田中 顕一郎、清水 秀穂、前川 博、佐藤 浩一、和田 了、齊藤 光江.  骨髄抑制を来し治療に難渋した、炎症性乳癌、椎骨転移の１例．第26回日本乳癌学会総会、
2018.5.16、国立京都国際会館
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小泉明博、前川博、徳田智史、佐藤浩一.  肝細胞癌縦隔再発の１例．第296回東海外科医会・静岡県外科医会第239回集談会、2018.10.14、アクトシティ浜松コングレスセン
ター
小泉明博、上田脩平、徳田智史、櫻庭駿介、朝倉孝延、櫛田知志、折田創、櫻田睦、前川博、佐藤浩一.  当院におけるがん地域連携クリティカルパス．第48回胃外科・術後障害
研究会、2018.11.10、ホテル日航金沢
小泉明博、村井勇太、山本陸、加藤永記、上田脩平、櫻庭駿介、徳田智史、朝倉孝延、氷室貴規、櫛田知志、折田創、櫻田睦、田中 顕一郎、前川博、佐藤浩一.  大腸癌術後
化学療法中の腸管嚢胞状気腫症に対し保存的加療で軽快した１例．第80回日本臨床外科学会総会、2018.11.22、グランドプリンスホテル新高輪国際館パミール
田中 顕一郎、氷室貴規、小泉明博、村井勇太、加藤永記、山本陸、上田脩平、櫻庭駿介、徳田智史、朝倉孝延、櫛田知志、折田創、櫻田睦、前川博、佐藤浩一.  治療に悩んだ
潜在性乳がんの２例．第80回日本臨床外科学会総会、2018.11.22、グランドプリンスホテル新高輪国際館パミール

徳田智史、前川博、小泉明博、村井勇太、山本陸、加藤永記、上田脩平、櫻庭駿介、氷室貴規、宗像慎也、櫛田知志、折田創、櫻田睦、田中顕一郎、佐藤浩一.  腺癌成分を混
在した十二指腸乳頭部原発の印環細胞癌の１例．第109回静岡胆膵疾患研究会、2018.2.24、ニッセイ静岡駅前ビル
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折田創  当院での腹腔鏡下幽門側胃切除におけるトラブルシューティングを想定しての体腔内吻合の導入について．第31回日本内視鏡外科学会総会、2018.12.6、福岡国際会議場

上田脩平、佐藤浩一、前川博、田中顕一郎、櫻田睦、折田創、櫛田知志、清水秀穂、宗像慎也、櫻庭駿介、徳田智史、加藤氷記、山本陸、小泉明博、村井勇太.  感染源不明の
敗血症性ショックに対してPMX-DHPが著効した1例.第22回エンドトキシン血症救命治療研究会（東京コンファレンスセンター品川）2018.1.19

折田創  薬物代謝酵素カルボシキルエステラーゼの消化器癌における発現調節機構の解明（神奈川　パシフィコ横浜）第56回日本癌治療学会学術集会、2018.10.19

徳田智史、折田創、小泉明博、村井勇太、加藤永記、山本陸、上田脩平、櫻庭駿介、氷室貴規、宗像慎也、櫛田知志、櫻田睦、前川博、佐藤浩一.  消化器癌症例を用いたうつ
病マーカーの検討（神戸、神戸国際展示場１号館）JDDW2018.11.3

石川 浩平, 大森 一彦, 大坂 裕通, 柳川 洋一.  安全かつ円滑な航空医療に向けた多職種ヘリ連携の現状課題と展望.  日本航空医療学会雑誌 2018;19(2):181.　 第25回日
本航空医療学会総会、川﨑祐宣記念講堂 川崎医療福祉大学、2018.11.4
日域 佳, 大森 一彦, 多田 真也, 長澤 宏樹, 竹内 郁人, 間所 俊介, 近藤 彰彦, 石川 浩平, 大坂 裕通, 柳川 洋一.  隣県ドクターヘリと連携対応を行った熱中症多数傷病の一
例.  日本航空医療学会雑誌 2018;19(2):180. 　 第25回日本航空医療学会総会、川﨑祐宣記念講堂 川崎医療福祉大学、2018.11.4
大坂 裕通, 大森 一彦, 石川 浩平, 柳川 洋一.  ランデプーポイントから患者接触と病院到着に時間を要した事案.  日本航空医療学会雑誌 2018;19(2):99.　 第25回日本航空
医療学会総会、川﨑祐宣記念講堂 川崎医療福祉大学、2018.11.3
近藤 彰彦, 長澤 宏樹, 竹内 郁人, 間所 俊介, 大森 一彦, 石川 浩平, 大坂 裕通, 杉田 学, 柳川 洋一.  ドクターヘリの安全運航と教育-今後の進むべき道を模索する- 安全な現
場はあるのか?　爆発事故事案を通じ安全管理を考える.  日本航空医療学会雑誌 2018;19(2):69.　 第25回日本航空医療学会総会、川﨑祐宣記念講堂 川崎医療福祉大学、
2018.11.3
長澤 宏樹, 大森 一彦, 竹内 郁人, 日域 佳, 近藤 彰彦, 石川 浩平, 大坂 裕通, 伊藤 浩嗣, 北村 惣一郎, 杉田 学, 柳川 洋一.  Whole body CT時代の病院前における骨盤
骨折の判断に関する検討.  日本外傷学会雑誌 2018;32(2):321.　 第32回日本外傷学会総会・学術集会、国立京都国際会館、2018.6.22

前川博　 遠位胆管癌、乳頭部癌の病理組織学的因子と術後補助化学療法の効果についての検討（鹿児島、かごしま県民交流センター）第73回日本消化器外科学会総
会,2018.7.13
大森 一彦, 石川 浩平, 長澤 宏樹, 竹内 郁人, 間所 俊介, 日域 佳, 近藤 彰彦, 大坂 裕通, 柳川 洋一.　 「診療！・教育！・研究！」  日本航空医療学会雑誌 2018;
19(2):214. 　第25回日本航空医療学会総会、川﨑祐宣記念講堂 川崎医療福祉大学、2018.11.3
大森 一彦, 山田 法顕,  高橋 治郎, 森 浩一.　 運航と診療の質を保っていくための教育、研修システムの構築.　 日本航空医療学会雑誌 2018;19(2):71.　 第25回日本航空医
療学会総会、川﨑祐宣記念講堂 川崎医療福祉大学、2018.11.3

石川 浩平, 竹内 郁人, 日域 佳, 近藤 彰彦, 大森 一彦, 大坂 裕通, 柳川 洋一.  歯科治療後に頸胸部気腫を合併した妊婦の一例.  日本外傷学会雑誌 2018;32(2):303.
第32回日本外傷学会総会・学術集会、国立京都国際会館、2018.6.21
大森 一彦, 最上 敦彦, 長澤 宏樹, 竹内 郁人, 日域 佳, 近藤 彰彦, 石川 浩平, 大坂 裕通, 柳川 洋一.  重症骨盤骨折を伴う外傷に対するチーム連携の必要性と課題.  日本外
傷学会雑誌  2018;32(2):251.　 第32回日本外傷学会総会・学術集会、国立京都国際会館、2018.6.22
柳川 洋一, 大森 一彦, 長澤 宏樹, 竹内 郁人, 日域 佳, 近藤 彰彦, 大坂 裕通, 石川 浩平.  ドクヘリ搬送を行った中毒患者の検討. 中毒研究 2018;31(2):239.　 第40回日
本中毒学会総会・学術集会、グランキューブ大阪、2018.7.21
竹内 郁人, 長澤 宏樹, 日域 佳, 近藤 彰彦, 石川 浩平, 大森 一彦, 大坂 裕通, 柳川 洋一.  マムシ咬傷におけるC-reactive proteinの臨床的意義.  中毒研究
2018;31(2):232.　 第40回日本中毒学会総会・学術集会、グランキューブ大阪、2018.7.21
近藤 彰彦, 大森 一彦, 長澤 宏樹, 竹内 郁人, 高橋 良介, 日域 佳, 磯 隆史, 石川 浩平, 大坂 裕通, 柳川 洋一.  タコツボ心筋症を合併したカーバメート中毒症例の一例.中毒
研究 2018;31(2):215.　 第40回日本中毒学会総会・学術集会、グランキューブ大阪、2018.7.20
柳川 洋一, 大坂 裕通, 長澤 宏樹, 竹内 郁人, 日域 佳, 石川 浩平, 大森 一彦, 諏訪 哲.  ドクターヘリにより現場から搬送した急性冠症候群の転帰の検討.  日本臨床救急医学
会雑誌  2018;)21(2):365.　 第21回日本臨床救急医学会総会・学術集会、名古屋国際会議場、2018.6.2

村井勇太、中村佳代子、山田真紀、田中 顕一郎、氷室貴規、小泉明博、山本陸、上田脩平、櫻庭駿介、徳田智史、朝倉孝延、櫛田知志、折田創、櫻田睦、前川博、佐藤浩一.
Mohs軟膏の改良法（Mohsガーゼ法）が有効であった皮膚浸潤乳癌の３例．第80回日本臨床外科学会総会、2018.11.23、グランドプリンスホテル新高輪国際館パミール
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具志堅 翔, 鎌田 敏希, 田崎 健太郎, 大森 一彦, 柳川 洋一.　 特徴的な画像所見にて診断された,気腫性胆嚢炎の一例　第46回日本救急医学会総会・学術集会 p430、パシ
フィコ横浜、2018.11.20
清水　芳男、桑澤　雅子、松山　容子、明楽　麻依子、原　一彰、若林　啓一、鈴木　祐介.　 非結核性抗酸菌症に合併したイムノタクトイド腎症の1例。第48回日本腎臓学会東部
学術大会．2018年10月21日.　京王プラザホテル
原　一彰、若林　啓一、桑澤　雅子、明樂　麻衣子、清水　芳男、鈴木　祐介.  筋萎縮性側索硬化症に合併したMPO-ANCA陽性顕微鏡的多発血管炎の１例．第48回日本腎臓
学会東部学術大会．2018年10月20日.　京王プラザホテル
若林　啓一、林　陽子、原　一彰、桑澤　雅子、松山　容子、戸塚　絢子、青山　留未、清水　芳男、鈴木　祐介.  褐色細胞腫による二次性血栓性微小血管障害症(TMA)の一
例．第48回日本腎臓学会東部学術大会．2018年10月20日.　京王プラザホテル

竹内 郁人, 長澤 宏樹, 日域 佳, 近藤 彰彦, 大坂 裕通, 石川 浩平, 大森 一彦, 柳川 洋一.　 マムシ咬傷の来院時血液検査による重症度予測に関する検討　第46回日本救急
医学会総会・学術集会 p475、パシフィコ横浜、2018.11.19
長澤 宏樹, 柳川 洋一, 竹内 郁人, 日域 佳, 間所 俊介, 園田健人, 大森 一彦, 石川 浩平, 大坂 裕通.　 外傷により認めた胃壁内気腫症の2例　第46回日本救急医学会総会・
学術集会 p544、パシフィコ横浜、2018.11.19
波多江 文俊, 大森 一彦, 竹内 郁人, 日域 佳, 近藤 彰彦, 石川 浩平, 大坂 裕通, 柳川 洋一.  餡練機に衣類が巻き込まれ外傷性窒息と神経障害をきたした1例　第46回日本
救急医学会総会・学術集会 p419、パシフィコ横浜、2018.11.20

住吉一誠、原宗央、安部寿美子、吉田隆司、宮脇太一、岩神直子、岩神真一郎、高橋和久.  高齢者に対する気管支肺胞洗浄（BAL）の安全性と有用性に関する検討.　 第58
回日本呼吸器学会学術講演会　2018年4月28日　リーガロイヤルホテル大阪
嶋田奈緒子、瀬山邦明、兼広裕美子、石渡俊次、守尾嘉晃、島田和典、岩神真一郎、高橋和久.  禁煙に伴う肌の状況変化について.　 第58回日本呼吸器学会学術講演会
2018年4月29日　リーガロイヤルホテル大阪

竹内 郁人, 長澤 宏樹, 日域 佳, 近藤 彰彦, 大坂 裕通, 石川 浩平, 大森 一彦, 柳川 洋一.　 ヘリウムガス吸引により死亡した一例. 日本救急医学会関東地方会雑誌
2018;39(1):120.　 第68回日本救急医学会関東地方会学術集会、東京大学、2018.1.27

柳川洋一  災害医療の問題点と近未来対応.　 第38回脳神経外科コングレスプログラム集p31　第38回脳神経外科コングレス総会、大坂国際会議場、2018.5.20

柳川 洋一, 長澤 宏樹, 竹内 郁人, 間所 俊介, 日域 佳, 近藤 彰彦, 大坂 裕通, 石川 浩平, 大森 一彦.　 医療過疎地方だからこそ都心では学ぶことのできない幅広く濃厚な臨床
研修機会を提供する　第46回日本救急医学会総会・学術集会 p654、パシフィコ横浜、2018.11.21
石川 浩平, 長澤 宏樹, 竹内 郁人, 間所 俊介, 大森 一彦, 大坂 裕通, 柳川 洋一.　 ドクターヘリ補完事業としての当院ドクターカー運用の現状と展望　第46回日本救急医学会総
会・学術集会 p452、パシフィコ横浜、2018.11.19

近藤 彰彦, 日域 佳, 竹内 郁人, 長澤 宏樹, 石川 浩平, 大坂 裕通, 柳川 洋一.  マスギャザリング・テロ対応 荒川化学工場爆発事故の経験を活かしテロ対応を考える.  日本臨床
救急医学会雑誌  2018;21(2):226.　 第21回日本臨床救急医学会総会・学術集会、名古屋国際会議場、2018.6.1
柳川 洋一, 長澤 宏樹, 竹内 郁人, 日域 佳, 近藤 彰彦, 大坂 裕通, 石川 浩平, 大森 一彦.  輸血を必要とした外傷症例の来院時FDP値の臨床的意義.  日本集中治療医学会
雑誌 2018;25:O79-8.　 第45回日本集中治療医学会学術集会、幕張メッセ、2018.2.23
柳川 洋一, 大森 一彦, 岩崎 浩司, 北村 惣一郎.  自家用車で来院した外傷性頭蓋内出血例の検討.  日本脳神経外傷学会プログラム・抄録集 41回 2018;68.　 第41回日本
脳神経外傷学会、東京ドームホテル、2018.2.23
竹内 郁人, 柳川 洋一, 高橋 良介, 大森 一彦, 長谷川 延彦, 日域 佳, 近藤 彰彦, 大坂 裕通, 石川 浩平, 糸井 陽.  脊椎前方のtraumatic vacuum phenomenon　脊椎
伸展外傷診断の手掛かり.  Neurosurgical Emergency  2018;22(3):318.　 第23回日本脳神経外科救急学会、ホテル日航奈良、2018.2.3

大森 一彦, 石川 浩平, 長澤 宏樹, 竹内 郁人, 間所 俊介, 近藤 彰彦, 大坂 裕通, 柳川 洋一.　 ドクターヘリは地域の救急医療にとって有益のみ与えるか　第46回日本救急医学
会総会・学術集会 p600、パシフィコ横浜、2018.11.20

長澤 宏樹, 柳川 洋一, 竹内 郁人, 日域 佳, 近藤 彰彦, 石川 浩平, 大坂 裕通, 大森 一彦, 福長 徹.  馬蹴りによる肝損傷の検討.  日本救急医学会関東地方会雑誌 2018;
39(1):131.　 第68回日本救急医学会関東地方会学術集会、東京大学、2018.1.27
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国内学会発表 78 神田章男、金子和夫.  股関節 direct lateral approach の有用性．第58回関東整形災害外科学会,シンポジウム, Mar., 16-17,  2018. (東京)  抄録集: 71

原宗央、黒川加奈、宮下洋佑、住吉一誠、宮脇太一、岩神直子、岩神真一郎.　 原発性肺癌に対するPembrolozumabの治療中に胆汁うっ滞型肝障害を示唆する病理組織所見
を確認できた1例.　 第113回日本呼吸器学会東海地方学会　2018年5月26日　名古屋市中小企業振興会館
宮脇太一、黒川加奈、宮下洋祐、住吉一誠、原宗央、岩神直子、岩神真一郎、高橋和久.  進行/再発非小細胞肺がんにおいて転移個数が治療転帰に及ぼす影響.　 第16回日本
臨床腫瘍学会学術集会　2018年7月20日　神戸国際会議場、神戸国際展示場
宮脇太一、黒川加奈、宮下洋祐、住吉一誠、原宗央、岩神直子、岩神真一郎、高橋和久.  小細胞肺がんにおける予後と増悪形式の検討.　第16回日本臨床腫瘍学会学術集会
2018年7月21日　神戸国際会議場、神戸国際展示場

鎌田 麻美, 長谷川 敏男, 込山 悦子, 平澤 祐輔, 池田 志斈.  結節性硬化症の顔面血管線維腫に対して高周波ラジオ波メスによる治療を行った1例. 第70回日本皮膚科学会西
部支部学術大会, 2018.11.10, 松江
舛谷 友里恵, 平澤 祐輔, 中島 未音, 吉原 渚, 長谷川 敏男, 池田 志斈, 中野 創.  若年で有棘細胞癌を生じた優性栄養障害型先天性表皮水疱症の1例. 第69回日本皮膚科
学会中部支部学術大会, 2018.10.28, 大阪

射場敏明  Inflammatory Thrombosis 第45回日本集中治療医学会学術集会、千葉、2018.2.22

射場敏明  敗血症性DICの診断と治療　第118回日本救急医学会編集委員会近畿地方会　大阪、2018.6.16

射場敏明  The role of leukocytes in the thrombus formation in sepsis 第40回日本血栓止血学会学術集会　札幌　2018.6.30

射場敏明  敗血症性DICの病態と治療 第40回日本血栓止血学会学術集会　札幌　2018.6.30

射場敏明  凝固線溶異常の最新知見　第29回日本急性血液浄化学会学術集会　名古屋　2018.10.19

住吉一誠、藤岡雅大、宮下洋佑、鈴木宣史、宮脇太一、原宗央、岩神直子、岩神真一郎.  脳腫瘍との鑑別を要した脳結核腫の一例.　 第114回日本呼吸器学会東海地方学会
2018年11月17日　浜松市浜北文化センター
藤岡雅大、宮下洋佑、鈴木宣史、住吉一誠、原宗央、岩神直子、岩神真一郎.  粘液水腫性昏睡によるII型呼吸不全を呈した一例.　第114回日本呼吸器学会東海地方学会
2018年11月18日　浜松市浜北文化センター
小森　和幸、小池悠太郎、星野浩延、市之川英臣.　 呼吸器外科領域における術後せん妄発症リスクについて〜術後せん妄は脳血管障害既往歴と相関するか？ (術後合併症、一般
口演)、第35回日本呼吸器外科学会総会学術集会、千葉、2018年5月18日
楠　威志、本間博友、城所淑信、原　聡、大庭亜由子、文殊敏朗.　 PPI抵抗性喉頭肉芽腫に対する「複式呼吸を重点に置いた簡易音声訓練法」の治療効果、第80回耳鼻咽喉科
臨床学会総会、パシフィコ横浜　2018年6月29日
前田 佑一郎, 長谷川 敏男, 平澤 祐輔, 土橋 人士, 小川 尊資, 込山 悦子, 池田 志斈, 長坂 晃朗, 三浦 直人.  各種疾患による静脈変化への指静脈認証技術の応用可能性の
検討. 第117回日本皮膚科学会総会, 2018.6.1, 広島
野口 篤, 清水 智子, 吉池 高志, 長谷川 敏男, 和田 了, 池田 志斈.  ダーモスコピーで皮丘平行パターンを示した左測定複合母斑の1例. 第117回日本皮膚科学会総会,
2018.6.1, 広島

生玉 梨紗, 池田 友里, 住吉 泰子, 野口 篤, 長谷川 敏男.  S状結腸癌を合併した皮膚筋炎の1例. 第122回日本皮膚科学会静岡地方会, 2018.10.13, 三島

池田 有里, 生玉 梨紗, 作田 梨奈, 野口 篤, 長谷川 敏男.  リケッチア感染症の加療で発症した薬剤過敏症症候群の1例. 第122回日本皮膚科学会静岡地方会, 2018.10.13,
三島
鎌田 麻美, 平澤 祐輔, 岩永 温子, 本間 由希子, 長谷川 敏男, 池田 志斈.  in situと結節型が同時に見られた悪性黒色腫の1例. 第34回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会,
2018.7.6, 浜松

諸橋　達  ショ－トステムOptimys とTaper-Wedge型インプラントの術中骨折と早期沈下の比較検討．第48回日本人工股関節学会, Feb., 23-24, 2018. (東京)

神田章男  新たなPalm size navigation “HipAlign”と術中透視  第48回日本人工股関節学会, Feb., 23-24, 2018. (東京)
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杉山陽一、金子彩夏､玉川翔太、後藤賢司、名倉奈々，岩瀬嘉志、最上敦彦、馬場智規、内藤聖人、金子和夫.  中手骨頚部骨折に対して鋼線連結型創外固定器JuNctionを
用いて治療した１例 ．第44回日本骨折治療学会,  Jul., 6-7, 2018.  (岡山)  骨折, 40 suppl,  S522, 2018.
牛牧誉博、糸井陽、高橋良介、大林治.  proximal junctional kyphosisに対するRod Link Reducerの有用性。　第189回静岡整形外科医会集談会, Jul., 21, 2018. (浜
松)
諸橋　達、神田章男、最上敦彦、大林　治、岩瀬秀明、金子和夫.  股関節関節感染症例の鑑別におけるa-ディフェンシン検出キット:シノヴァシュアの有用性．第45回日本股関節学会
学術集会, Oct., 26-27, 2018. (名古屋)  抄録集: 390.
神田章男、諸橋　達、大林　治、最上敦彦、金子和夫.  外反股に対するショートステムOptimys®の使用経験 -解剖学的再建と骨温存を目指して-　第45回日本股関節学会学術
集会, Oct., 26-27, 2018. (名古屋)  抄録集: 458.
神田章男、諸橋　達、大林　治、最上敦彦、金子和夫.  ポータブルナビゲーション'Hip Align®'  のlerning curve．第45回日本股関節学会学術集会, Oct., 26-27, 2018. (名
古屋)  抄録集: 541.
大谷　慧、神田章男、大林　治、最上敦彦、諸橋　達、金子和夫.  骨盤･大腿骨骨折術後変形を伴った外傷性股関節症に対する人工股関節全置換術．第45回日本股関節学会
学術集会, Oct., 26-27, 2018. (名古屋)  抄録集: 583.

最上敦彦  大腿骨近位部骨折における骨接合術－フックピンデバイスを用いた新たな治療戦略－ 第44回日本骨折治療学会, ヌーンタイムレクチャー,  Jul., 6-7, 2018. (岡山)  骨
折, 40 suppl,  S83, 2018
二村謙太郎、土田芳彦、最上敦彦、大林治、岩瀬秀明、馬場智規、金子和夫.  WITHIN RING CONSEPTにもとづく不安定型骨盤輪損傷の治療戦略．第44回日本骨折治療
学会,  Jul., 6-7, 2018. (岡山)  骨折, 40 suppl,  S101, 2018.
玉川翔太、杉山陽一、後藤憲司、金子彩夏､名倉奈々，岩瀬嘉志、最上敦彦、馬場智規、内藤聖人、金子和夫.  第５CM関節脱臼骨折(reverse Bennet骨折)に対して鋼線
連結型創外固定器JuNctionを用いて治療した１例．第44回日本骨折治療学会,  Jul., 6-7, 2018. (岡山)  骨折, 40 suppl,  S279, 2018.
佐々惠太、奥田貴俊、馬場智規、最上敦彦、池上隆司、内藤聖人、金子和夫.  骨折により判明し、遷延治癒した舟状骨骨内ガングリオンの一例．第44回日本骨折治療学会,
Jul., 6-7, 2018. (岡山)  骨折, 40 suppl,  S290, 2018.
馬場智規、越智宏徳、尾崎友、渡泰士、幡野佐己依、本間康弘、田邊浩規、内藤聖人、最上敦彦、金子和夫.  大腿骨頸部骨折に対して特殊牽引台と透視を用いたdirecr
anterior approachのdual mobility THA．第44回日本骨折治療学会,  Jul., 6-7, 2018. (岡山)  骨折, 40 suppl,  S440, 2018.
幡野佐己依、馬場智規、田邊浩規、越智宏徳、尾崎友、渡泰士、本間康弘、渡泰士、内藤聖人、最上敦彦、金子和夫.  大腿骨頸部骨折に対する前方進入法によるDual
Mobility cup人工股関節全置換術の脱臼予防効果．第44回日本骨折治療学会,  Jul., 6-7, 2018. (岡山)  骨折, 40 suppl,  S474, 2018.
守屋秀一、最上敦彦、神田章男、諸橋達、大林治、金子和夫.  大腿骨転子部骨折に対するフックピンネイルの治療成績．第44回日本骨折治療学会,  Jul., 6-7 2018. (岡山)
骨折, 40 suppl,  S480, 2018.
櫻井夏子、馬場智規、尾崎友、幡野佐己依、渡泰士、内藤聖人、最上敦彦、金子和夫.  治療に難渋した非定型大腿骨骨折の形態を呈する interprosthetic femoral
fracuture ．第44回日本骨折治療学会,  Jul., 6-7 2018. (岡山)  骨折, 40 suppl,  S498, 2018.
金子彩夏､杉山陽一、後藤賢司、玉川翔太、名倉奈々，岩瀬嘉志、最上敦彦、馬場智規、内藤聖人、金子和夫.  中手骨頚部骨折に対して鋼線連結型創外固定器JuNctionを
用いて治療した１例 ．第44回日本骨折治療学会,  Jul., 6-7 2018. (岡山)  骨折, 40 suppl,  S521, 2018.

糸井　陽、大林 治、高橋良介、金子和夫.  環椎後弓スクリューの有用性とピットホール．第58回関東整形災害外科学会, Mar., 16-17, 2018.(東京)  抄録集: 132

最上敦彦  骨粗鬆症を基盤とした大腿骨近位部骨折－骨接合術における新たな治療戦略－ 第58回関東整形災害外科学会, ランチョンセミナー, Mar., 16-17, 2018. (東京)  抄
録集: 111

最上敦彦  上腕骨近位部骨折．第91回日本整形外科学会学術総会, May, 24-27, 2018. (神戸)

雨宮将太、武井裕輔、前田浩行、諸橋達、神田章男、岩瀬秀明、金子和夫、前田睦浩、寺阪澄孝、下大川丈晴、三井和幸.  患者の状態に応じた圧迫圧の調整が可能なターニケッ
トの開発　第57回日本生体医工学学会, June, 19-21, 2018.（札幌）
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藤原　圭、髙橋　徳仁、竹内　充裕、園田　健人、海老名　秀城、礒　隆史、塩澤　知之、小西　宏和、坪井　秀太、荻田　学、諏訪　哲.  特発性冠動脈解離により心室細動を来し
た一例   第151回日本循環器学会東海地方会・岐阜・2018/6/30

諏訪　哲  Real World Video Session for AMI Part1 Case 4   TOPIC2018・東京・2018/7/12

諏訪　哲  Practical Workshop for Intervention Fellows Part4 合併症　1.no reflow現象への対応   TOPIC2018・東京・2018/7/12

諏訪　哲  Practical Workshop for Intervention Fellows Part4 合併症　4.ステント脱落例   TOPIC2018・東京・2018/7/12

堂垂 大志、坪井 秀太、竹内 充裕、髙橋 徳仁、園田 健人、和田 英樹、荻田 学、土肥 智貴、諏訪 哲、宮内 克己、代田 浩之.  当院における急性冠症候群の臨床的特徴と長期
予後に関する研究   第66回日本心臓病学会学術集会・大阪・2018/9/7
髙橋 徳仁、荻田 学、諏訪 哲、中尾 浩一、尾崎 行男、木村 一雄、阿古 潤哉、野口 暉夫、安田 聡、藤本 和輝、中間 泰治、西村 邦宏、宮本 恵宏、小川 久雄、石原 正治.  ク
レアチンキナーゼの上昇を認めない非ST上昇型急性心筋梗塞の患者におけるBNP値と長期予後についての検討（J-MINUETサブ解析）   第66回日本心臓病学会学術集会・大阪・
2018/9/7
和田 英樹, 土肥 智貴, 葛西 隆敏, 谷津 翔一郎, 内藤 亮, 華藤 芳輝, 荻田 学, 岡井 巌, 岩田 洋, 磯田 菊生, 岡崎 真也, 諏訪 哲, 宮内 克己, 代田 浩之.  睡眠呼吸障害
を有する患者の冠動脈プラークの特徴   第66回日本心臓病学会学術集会・大阪・2018/9/9

佐野　圭、岩瀬秀明、前田浩行、神田章男、諸橋　達、大林　治、金子和夫、三井和幸.  ターニケット駆血条件の違いによる合併症の検討．第45回日本臨床バイオメカニクス学会,
Nov.､ 16-17, 2018. (秋田)  プログラム･抄録集:98

守屋秀一、上原弘久、最上敦彦、大林　治.  鏡視下骨孔法による腱板修復の小経験．第190回静岡整形外科医会集談会, Nov., 17, 2018. (静岡)

志村有永、神田章男、大林　治、最上敦彦、諸橋　達、大谷　慧、金子和夫.  骨盤･大腿骨骨折術後変形を伴った外傷性股関節症に対する人工股関節全置換術．第190回静岡
整形外科医会集談会, Nov., 17, 2018. (静岡)
前田浩行、岩瀬秀明、諸橋　達、神田章男、金子和夫，前田睦浩、三井和幸.  EHD現象を用いた新しい駆血装置の開発．第46回日本救急医学会総会・学術集会, Nov., 19-
21, 2018. (横浜)
Wada H, Dohi T, Miyauchi K, Tsuboi S, Ogita M, Kasai T, Okazaki S, Isoda K, Suwa S, Miyauchi K, Daida H.  Relationship Between the Prognostic
Nutritional Index and Long-term Clinical Outcomes in Patients with Stable Coronary Artery Disease.   第82回日本循環器学会学術集会・大阪・2018/3/23
Ebina H, Ogita M, Suwa S, Ozaki Y, Kimura K, Ako J, Noguchi T, Yasuda S, Fujimoto K, Nakama Y, Morita T, Shimizu W, Saito Y, Hirohata A, Morita
Y, Inoue T, Okamura A, Mano T, Hirata K, Tanabe K, Shibata Y, Owa M, Tsujita K, Funayama H, Kokubu N, Kozuma K, Uemura S, Toubaru T, Saku
K, Oshima S, Nishimura K, Miyamoto Y, Ogawa H, Ishihara M.  Off-hours Presentation Does not Affect Long-term Clinical Outcomes of Japanese
Patients with Acute MyocardialIngarction:J-MINUET Substudy   第82回日本循環器学会学術集会（Featured Research Session3)・大阪・2018/3/24
阿部　寛史、坪井　秀太、荻田　学、竹内　充裕、藤原　圭、髙橋　徳仁、海老名　秀城、園田　健人、礒　隆史、塩澤　知之、小西　宏和、諏訪　哲.  ステント使用を回避し得た
STEMI患者の症例   日本心血管インターベンション治療学会第39回東海北陸地方会・愛知・2018/5/12

諏訪　哲  造影剤アレルギーの対処法   第8回豊橋ライブデモンストレーションコース・豊橋・2018/6/22

諏訪　哲  症例大検討会『みんなで議論・解決、難渋した症例のターニングポイント』   第151回日本循環器学会東海地方会・岐阜・2018/6/30

小池教文、小林敦郎、最上敦彦、神田章男、諸橋　達.  自覚的脚長差が人工股関節全置換術の歩行能力に与える影響について．第45回日本股関節学会学術集会, Oct., 26-
27, 2018. (名古屋)  抄録集: 615.

諸橋　達  リウマチ足のLesser toesに対して行う中足骨短縮骨切り術の骨切り部位による骨癒合率の比較検討．第43回日本足の外科学会学術総会, Nov., 1-2, 2018. (千葉)

前田浩行、岩瀬秀明、諸橋　達、神田章男、金子和夫，前田睦浩、三井和幸.  〜術後合併症を起こさず，リハビリテーションをするために〜新しいターニケットの開発と運動器合併症の
評価．第2回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会, Nov., 2-4, 2018. (仙台)
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渡邊和信  犯罪機会を低下させる避難所運営についての一考察、日本災害看護学会第20回年次大会、神戸国際会議場、2018年8月10日

勝間田敏宏  伊豆地域の医療施設・介護施設に所属する看護師に対しての災害意識調査、日本災害看護学会第20年次大会、神戸国際会議場、2018年8月11日

西山樹、馬場洋介、松田明奈、田所愛弓、嶋泰樹、有井直人、寒竹正人.  牛乳による食物アレルギー重症例の検討、第145回日本小児科学会静岡地方会、静岡、2018/3/25

松田 明奈, 馬場 洋介, 山田 啓迪, 山崎 晋, 有井 直人, 寒竹 正人, 清水 俊明.  乳幼児喘息におけるIL-1RL1/ST2の役割、第121回日本小児科学会学術集会、福岡、
2018/4/22
西山 樹, 馬場 洋介, 宮林 和紀, 山田 啓迪, 米山 俊之, 横倉 友諒, 山崎 晋, 稲毛 英介, 森 真理, 大塚 宜一, 寒竹 正人, 清水 俊明.  重症食物アレルギーにおける
IL33/ST2応答の検討、第67回日本アレルギー学会学術大会、千葉、2018/6/24
馬場 洋介, 宮林 和紀, 山田 啓迪, 山崎 晋, 有井 直人, 寒竹 正人, 清水 俊明.  小児気管切開患者におけるアトピー素因の検討、第51回日本小児呼吸器学会、札幌、
2018/9/29
Baba Y, Kojima M, Yamada H, Yoneyama T, Yokokura T, Yamazaki S, Honjo A, Inage E, Mori M, Ohtsuka Y, Kantake M, Shimizu T.  Role of IL33 and
IL1RL1/ST2 in infantile asthma、第55回日本小児アレルギー学会学術大会、岡山、2018/10/21
池田奈帆, 寒竹正人.  "母体末梢血からの胎児赤芽球分離の試み　順天堂大学静岡病院小児科新生児科　第1回新生児科基礎トランスレーショナルリサーチ,滋賀県長浜市
2018.2.24
宮林和紀、大川夏紀、粟田健太郎、江原尚弘、淡路敦子、齋藤暢知、池田奈帆、東海林宏道、寒竹正人、清水俊明.  Netherton症候群に新生児・乳児消化管アレルギーを併発
した1例 第121回日本小児科学会学術集会、福岡 2018.4.21

小林敏之、河本直樹、西川桂子、樋野興夫.  TSC-mTORC1経路による分岐鎖アミノ酸アミノ基転移酵素遺伝子（Bcat1）の発現制御。平成29年度老人性疾患病態・治療研究
センター/ゲノム・再生医療センター合同研究発表会、平成30年3月1日、順天堂大学　（ポスター）
西川桂子、小林敏之、樋野興夫.  Tsc2欠損Ekerラットにみられるヒストンのメチル化異常及び遺伝子発現異常。平成29年度老人性疾患病態・治療研究センター/ゲノム・再生医療セ
ンター合同研究発表会、平成30年3月1日、順天堂大学　（ポスター）
折茂彰、伊藤恭彦、目澤義弘、Kaidiliavi Sulidan、醍醐弥太郎、Nadila Wali、樋野興夫、竹田和由、浜田道昭、松村優子.  癌内線維芽細胞は中間型上皮間葉移行を呈した
高転移性の乳癌細胞クラスター形成を誘導する。第77回日本癌学会学術総会、平成30年9月27日〜29日、大坂　p17
小林敏之、樋野興夫.  ハマルチンによるアミノ酸アミノ基転移酵素の制御。乳腺リンパ腫の臨床病理学的検討。第77回日本癌学会学術総会、平成30年9月27日〜29日、大坂
p26
小山侑、酒寄詩織、伊藤恭彦、目澤義弘、小山拓洋、菅原圭亮、樋野興夫、片岡朗、折茂彰.  乳腺癌関連線維芽細胞におけるRUNX3の発現はTGF-βとSDF-1のオートクラインシ
グナルを媒介する。第77回日本癌学会学術総会、平成30年9月27日〜29日、大坂　p27
韓博、梶野一徳、小島雅貴、ナディラワリ、メイディンザーライン、悦亮、樋野興夫.  同一クローン由来の上皮型および肉腫型中皮腫における遺伝子発現解析。第77回日本癌学会学術
総会、平成30年9月27日〜29日、大坂　p27

烏山茜、佐伯春美、泉　浩、冨田茂樹、樋野興夫.  乳腺リンパ腫の臨床病理学的検討。第77回日本癌学会学術総会、平成30年9月27日〜29日、大坂　p124

目澤義弘、樋野興夫、馬島哲夫、清宮啓之、折茂彰.  ヒストン脱アセチル化酵素は乳がん関連線維芽細胞のがん促進能をTGF-βシグナルを介して制御する。第77回日本癌学会学
術総会、平成30年9月27日〜29日、大坂　p270

谷津 翔一朗、小西 宏和、和田 英樹、安田 健太郎、西尾 亮太、竹内 充裕、髙橋 徳仁、園田 健人、礒 隆史、塩澤 知之、荻田 学、諏訪 哲.  冠動脈高度石灰化病変の治療中
にステント脱落を来したがスネアで回収に成功した一例   日本心血管インターベンション治療学会 第40回東海北陸地方会・静岡県・2018/10/12
安田 健太郎、小西 宏和、和田 英樹、西尾 亮太、竹内 充裕、谷津 翔一朗、園田 健人、礒 隆史、塩澤 知之、荻田 学、諏訪 哲.  腹部大動脈閉塞による急性下肢阻血に対しカ
テーテル治療を行い救肢し得た一例   日本心血管インターベンション治療学会 第40回東海北陸地方会・静岡県・2018/10/12
中村 優、髙橋 徳仁、荻田 学、西尾 亮太、安田 健太郎、竹内 充裕、園田 健人、礒 隆史、谷津 翔一朗、和田 英樹、塩澤 知之、丹原 圭一、諏訪 哲.  失神を契機に同定され
た多発性嚢胞腎に合併した巨大冠動脈瘤の1例   日本循環器学会 第152回東海・第137回北陸合同地方会・愛知県・2018/10/20



国内学会発表 137

国内学会発表 138

国内学会発表 139

国内学会発表 140

国内学会発表 141

国内学会発表 142

国内学会発表 143

国内学会発表 144

国内学会発表 145

国内学会発表 146

国内学会発表 147

国内学会発表 148

国内学会発表 149

国内学会発表 150

国内学会発表 151

国内学会発表 152

国内学会発表 153

国内学会発表 154

国内学会発表 155

国内学会発表 156
松崎有修, 小森翼, 大谷洋揮, 朝岡聖子, 市川浩平, 林雄介, 桑名亮輔, 土至田宏, 太田俊彦.  新しい後嚢破損への対処法 Mt. Fuji techniqueの術後成績. 第33回 JSCRS
学術総会, 東京都, 2018年6月30日.

小池道明　 WHO分類2016年改訂版を用いて分類したMDS症例の2017年における単施設での検討 　第80回日本血液学会学術集会　大阪　2018年10月14日

森　智代，小池道明.　 出血を繰り返し免疫抑制剤の併用療法が奏功した高インヒビター力価の後天性血友病A　　第18回東海地区インヒビターセミナー　名古屋　2018年8月25日

土至田宏, 小森雅彦, 柳田和夫, 堀田喜裕.  (公財) 静岡県アイバンクから斡旋されたドナー角膜の使用状況. 第70回静岡県眼科医会集談会, 静岡市, 2018年1月20日.

土至田宏、大谷洋揮、小森翼、市川浩平、林雄介、桑名亮輔、松崎有修、太田俊彦.  涙丘部に発生した角結膜腫瘍および腫瘍状病変の検討. 第41回日本眼科手術学会学術総
会, 京都府, 2018年1月26日.

土至田宏  静岡県アイバンクドナー使用状況. 角膜カンファランス2018, 広島市, 2018年2月15日.

土至田宏, 須藤史子.  副交感神経徐神経家兎モデルにおける神経再生を介したドライアイ治療の試み. 第17回日本再生医療学会総会, 横浜市, 2018年3月23日.

土至田宏, 太田俊彦, 須藤史子, 村上　晶.  家兎ドライアイモデルにおけるレチノールパルチミン酸とヒアルロン酸の治療効果. 第122回日本眼科学会総会, 大阪府, 2018年4月19日.

土至田宏, 松崎有修.  火山灰がコンタクトレンズ装着眼に及ぼす影響.第61回日本コンタクトレンズ学会総会(フォーサム2018), 東京都, 2018年7月15日.

土至田宏, 太田俊彦, 須藤史子, 村上晶.  副交感神経徐神経家兎ドライアイモデルにおける各種ドライアイ治療用点眼薬の効果. 第38回日本眼薬理学会, 長崎市, 2018年9月
29日.

宮林和紀、大川夏紀、加護祐久、松田明奈、佐藤由梨亜、齋藤暢知、池田奈帆、寒竹正人.  肥厚性幽門狭窄症を発症した早産児の一例 第146回日本小児科学会静岡地方
会、静岡 2018.6.10
松田明奈、粟田健太郎、宮林和紀、淡路敦子、池田奈帆、大川夏紀、東海林宏道、寒竹正人、清水俊明.  新生児低体温療法を施行した児におけるプロバイオティクス使用について
の検討 第63回日本新生児成育医学会学術集会, 東京 2018.11.22
粟田健太郎、池田奈帆、齋藤暢知、大川夏紀、寒竹正人、東海林宏道、清水俊明.　 早産児骨減少症により多発骨折を呈した超低出生体重児の1例 第45回日本小児栄養消化
器肝臓学会　大宮 2018.10.07

阿部華子,田所愛弓,森下俊真,粟田健太郎,馬場洋介,有井直人,寒竹正人.  ACTH療法により速やかに発作の消失を認めたWest症候群の一例 第147回日本小児科学会静岡地
方会、静岡 2018.11.18

粟田健太郎、宮林和紀、淡路敦子、斎藤暢知、池田奈帆、大川夏紀、東海林宏道、寒竹正人、清水俊明.　 静岡県東部における新生児救急車搬送の変遷についての検討　第54
回日本周産期新生児医学会学術集会　東京 2018.07.08
粟田健太郎, 池田奈帆, 堀江祥子, 松田明奈, 江原尚弘、佐藤由梨亜, 宮林和紀, 齋藤暢知, 大川夏紀, 寒竹正人.  早産児骨減少症による多発骨折を 呈した超低出生体重児
の1例 静岡周産期学会　静岡 2018.03.03
粟田健太郎、宮林和紀、堀江祥子、松田明奈、佐藤由梨亜、江原尚弘、斎藤暢知、池田奈帆、大川夏紀、 寒竹正人.　 静岡県東部における新生児救急車搬送の検討　第145回
静岡地方会、静岡 2018.03.25
粟田健太郎、齋藤暢知、江原尚弘、宮林和紀、淡路敦子、池田奈帆、大川夏紀、寒竹正人、清水俊明.　 母親の既往歴から判明した先天性QT延長症候群の2家系　第121回日
本小児科学会学術集会、福岡 2018.04.21

小池道明、岩尾憲明、今田春子、酒井寛美、菊地麻里、土屋明美.  静岡県における大災害時の輸血療法に関するアンケート調査結果　　第70回日本輸血・細胞治療学会東海支
部例会　名古屋第一赤十字病院　２０１８年2月17日

松崎有修, 小森翼, 大谷洋揮, 朝岡聖子, 市川浩平, 林雄介, 桑名亮輔, 土至田宏, 太田俊彦.  白内障術中の後嚢破損への対処法 -Mt. Fuji Technique-. 第70回静岡県眼
科医会集談会, 静岡市, 2018年1月20日.
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田中里実、田中利隆.  胎児発育不全の胎児期の管理、第37回静岡県東部周産期研究会、静岡、2018.3.8

西澤しほり、田中里実、正岡駿、熊谷麻子、助川幸、村瀬佳子、矢田昌太郎、金田容秀、山本祐華、田中利隆、三橋直樹.  A case of unscarred terine rupture: a rare
and difficult diagnosis、第70回日本産婦人科学会学術講演会、仙台、2018.5.11
金田容秀、正岡駿、伊藤早紀、助川幸、西澤しほり、植木典和、村瀬佳子、田中里実、矢田昌太郎、山本祐華、田中利隆、三橋直樹.  Two cases of uterine cervical
adenocarcinoma with successful systemic chemotherapy、第70回日本産婦人科学会学術講演会、仙台、2018.5.11
正岡駿、伊藤早紀、助川幸、鵜野しほり、村瀬佳子、田中里実、矢田昌太郎、金田容秀、田中利隆、三橋直樹.  卵巣膿瘍術後に膿胸を併発した1例、平成30年度静岡産科婦人
科学会春季学術集会、静岡、2018.5.27
田中里実、正岡駿、伊藤早紀、助川幸、鵜野しほり、村瀬佳子、矢田昌太郎、金田容秀、田中利隆、三橋直樹.  子宮筋腫核出術後創部妊娠の流産症例、日本超音波医学会第
91回学術集会、神戸、2018.6.9
助川幸、矢田昌太郎、正岡駿、伊藤早紀、西澤しほり、村瀬佳子、植木典和、田中里実、金田容秀、田中利隆、三橋直樹.  診断に苦慮した血小板減少合併妊娠の一症例、第
135回関東連合産科婦人科学会学術集会、東京、2018.6.17
正岡駿、伊藤早紀、助川幸、鵜野しほり、村瀬佳子、田中里実、矢田昌太郎、金田容秀、田中利隆、三橋直樹.  卵巣膿瘍術後に膿胸を併発した1例、第43回日本外科連合学
会、東京、2018.6.22
田中里実、田中利隆、正岡駿、伊藤早紀、助川幸、西澤しほり、植木典和、村瀬佳子、矢田昌太郎、金田容秀、三橋直樹.  当院における妊娠34週未満に出生した胎児発育不全
の新生児予後、日本周産期・新生児医学会学術集会、東京、2018.7.10
伊藤早紀、田中利隆、正岡駿、助川幸、西澤しほり、植木典和、村瀬佳子、矢田昌太郎、田中里美、金田容秀、三橋直樹.  災害時における妊婦の適切なトリアージに関する研究、
日本周産期・新生児医学会学術集会、東京、2018.7.10

田中利隆  出生前の遺伝カウンセリング（NIPTを中心に）について、第38回静岡県東部周産期研究会、静岡、2018.7.26

矢田昌太郎、小熊響子、柳原康穂、伊藤早紀、小林徹、松澤奈々、鵜野しほり、村瀬佳子、田中里美、金田容秀、田中利隆、三橋直樹.  当院で経験した特別養子縁組の症例、
平成30年度静岡県産婦人科学会秋季学術集会、静岡、2018.11.18
柳原康穂、金田容秀、小熊響子、小林徹、伊藤早紀、松澤奈々、鵜野しほり、村瀬佳子、田中里美、矢田昌太郎、田中利隆、三橋直樹.  卵巣温存し術後補助化学療法を施行し
なかった子宮腺肉腫の症例の検討、平成30年度静岡県産婦人科学会秋季学術集会、静岡、2018.11.18

田中里実、田中利隆.  胎児心臓超音波（スクリーニングを中心に）、第39回静岡県東部周産期研究会、静岡、2018.11.15

小林徹、柳原康穂、正岡駿、伊藤早紀、松澤奈々、鵜野しほり、村瀬佳子、田中里美、矢田昌太郎、金田容秀、田中利隆、三橋直樹.  子宮頸部明細胞癌ⅡB期に同時化学放射
線療法が奏功した1例、第136回関東連合産科婦人科学会学術集会、東京、2018.11.24
松本茂  中顔面骨骨折に対しIMFスクリューを用いて連結したハロー型骨延長器の使用経験．第61回日本形成外科学会総会・学術総会．2018年4月11-13日．ホテルニューオータ
ニ博多・電気ビル共創館
山本 拓史、川村 海渡、鈴木 一幹、上野 英明、渡邉 瑞也、中尾 保秋.  内視鏡下血腫除去術における適応と将来の展望、第25回日本神経内視鏡学会、新潟、2018年10月26
日

服部亜紀，鎌形康司，桐野衛二，武中祐樹，倉持麻奈，クリスティーナ・アンディカ，堀正明，青木茂樹.  自閉症スペクトラム障害のDiffusional Kurtosis Imagingによる予備
的研究 第46回日本磁気共鳴医学会大会, 金沢, 2018年9月7日〜9日

田中昌司，桐野衛二.  Functional network for the planning of music performance. 第41回日本神経科学大会 神戸市（2018年7月26日〜7月29日）

桐野衛二，田中昌司，福田麻由子，稲見理絵，新井平伊，井上令一. 　統合失調症の皮質線条体ネットワークのrs-fMRI・脳波同時計測を用いた検討. 第21回日本薬物脳波
学会学術集会, 南房総市 2018年9月14〜15日(発表14日)

岡崎敦、洪景都、真弓雅子.  ペインクリニック外来を受診する患者の痛みとしびれに対する考え方の調査（ポスター発表）、日本ペインクリニック学会第52回大会、東京、2018.7.21
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区分 番号 国際共同

特別講演・
招待講演 1

特別講演・
招待講演 2

特別講演・
招待講演 3

特別講演・
招待講演 4

特別講演・
招待講演 5

特別講演・
招待講演 6

特別講演・
招待講演 7

特別講演・
招待講演 8

特別講演・
招待講演 9

特別講演・
招待講演 10

特別講演・
招待講演 11

特別講演・
招待講演 12

特別講演・
招待講演 13

特別講演・
招待講演 14

山本 拓史、川村 海渡、鈴木 一幹、上野 英明、渡邊 瑞也、中尾 保秋.  イリゲーション機能付き透明シースの開発と実用性、第25回日本神経内視鏡学会、新潟、2018年10月26
日

山本 拓史  内視鏡下血腫除去術における基本手技と応用、第77回日本脳神経外科学会総会、仙台、2018年10月12日

山本 拓史  脳内出血治療における内視鏡下血腫除去術を考慮した新たな治療基準、第77回日本脳神経外科学会総会、仙台、2018年10月12日

発表者名、演題、学会名、場所、発表年月日等

諸橋　達  股関節疾患及び足部疾患の鑑別と治療(保存加療から手術加療まで．第6回伊豆ペインフォーラム, 講演,  Sep., 8, 2018.　(静岡)

最上敦彦､岩瀬秀明､二村謙太郎､大林 治.  肘関節重度外傷への肘用ヒンジ付き創外固定の応用.  第31回日本創外固定･骨延長学会, 教育研修講演. Aug., 3-4,2018. (青
森)

山本 拓史  内視鏡下脳内血腫除去術の基本と応用、STROKE2018、福岡、2018年3月16日

山本 拓史  急性期から回復期への  シームレスな栄養療法、第33回日本静脈経腸栄養学会、横浜、2018年2月23日

神田章男  特別講演：疼痛におけるチ－ム医療の重要性〜薬剤の適正量を腎機能で再考する〜  静岡県病院薬剤師会, Jul., 11, 2018.　(静岡)

Hino O  Cancer Philosophy & Cancer Philosophy Clinic –“having a disease but not a sick person”-。The 20th Academia Eurasiana Neurochirurgica、平
成30年6月7日、軽井沢　（Special Lecture）

大森一彦  講演、「出血性ショックの対応は出来ますか」　 順天堂４基幹型病院合同 臨床研修医のための学術集会 2018.5.27

大森一彦  講演、「ドクターヘリを知っていますか」　 第23回静岡県放射線技師学術大会 2018.5.27

柳川洋一  講演、「内科診療にも役立つ標準的な外傷診療手順の紹介」　田方医師会　2018.3.23

柳川洋一  講演、「日本における災害医療の現状」　桑名市　2018.9.2

大森一彦  講演、「トリアージPAT法」　 沼津市立病院災害医療訓練　2018.12.15

田中顕一郎  講演、第4回　静岡県東部乳癌懇話会、静岡（沼津リバーサイド）2018.7.27

田中顕一郎  講演、乳腺医療「最前線」；伊豆半島の取り組み、静岡（ホテルオーレ5F「藤」）2018.9.12

田中顕一郎  講演「ハラヴェン製品情報概要の紹介に対するスキルや内容に関する指導」静岡（エーザイ静岡オフィス6階会議室）2018.10.17

折田創  講演、「胃がんについて」静岡（三島商工会議所）2018.12.25

柳川洋一  特別講演、 Vacuum phenomenon　減圧症との関連性.  日本高気圧環境・潜水医学会雑誌 2018;53(3):126.　 第18回日本高気圧環境・潜水医学会関東地
方会総会、筑波大学医学エリア、2018.6.9
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区分 番号 国際共同

知的財産権の出
願・取得等 1

区分 番号 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1

その他
（広報活動を含む）

2

桐野衛二  総合病院で一般精神科医が診るADHD. 第31回日本総合病院精神医学会総会　ランチョンセミナー9　2018年12月1日TFTビル（東京都江東区有明）

寒竹正人  特別講演：分子生物学（ジェネティクスとエピジェネティクス）を用いてこどもの発達を理解しよう―新生児科医のよろこび―、第１１回新生児科指導医教育セミナー in 仙
台、2018. 8. 18.

土至田宏  進化し続けるコンタクトレンズ再検証．第17回北海道角膜セミナー. 札幌市，2018年9月22日.

土至田宏  ドライアイモデルによる薬効評価. ドライアイの治療薬開発と新しい標的での創薬、モデル活用(ドライアイ 創薬 セミナー). 東京都, 2018年12月5日.

樋野興夫  がんと哲学―高い専門性と社会的包容力―。東京農業大学総合研究所研究会、平成30年7月12日、東京　（特別講演）

樋野興夫  医療の隙間を埋める　がん哲学・がん哲学外来〜新渡戸稲造の基本精神〜。がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン継続事業　平成30年度連携大学ICT特別講義、平
成30年11月7日、岩手　（講演）

樋野興夫  「生きる力を引き出す寄り添い方」―がん哲学外来　街中カフェの必要性―。がん哲学外来　市民公開講演会・シンポジウム、平成30年12月10日、仙台　（講演）

樋野興夫  地域医療連携の構築―隙間を埋める―。第2回日本地域医療連携システム学会、平成30年12月24日、千葉県　（特別講演）

Kantake M  国際基調講演：Prevention and treatment of induced hypothalamus-pituitary-adrenal dysfunction in preterm infants.  28th World Congress
on Neonatology & Diagnosis. Amsterdam Netherland、2018. 12. 6.

樋野興夫  八方塞がりでも天は開いている〜個性を引き出す。がん哲学外来市民学会第7回大会、平成30年7月8日、富山（講演）

田中顕一郎  講師、“順天堂大学静岡病院における早期乳癌の治療方針”、静岡（中外製薬株式会社三島オフィス　アーサーファーストビル6F）2018.6.6

樋野興夫  環境発がんから臨床応用に至る広範ながん研究。第77回日本癌学会学術総会、平成30年9月27日〜29日、大坂　p242　（講演）

発表者名・著者名、活動内容・タイトル等、掲載・発表情報等

上田脩平  講師、“第3回田方消化器研究会”、静岡（田方医師会）、2018.2.8

発明者名、発明の名称、出願番号

池田 志斈、長谷川 敏男.  脂肪組織由来幹細胞から表皮角化細胞への誘導　出願番号：特願2014-135570 登録番号：特許第6410343号　登録日2018.10.5

樋野興夫  Birt Hogg Dube Syndroe BHD症候群〜遺伝病も単なる個性である社会構築に向けて〜。第4回交流会、平成30年7月20日、横浜（講演）

樋野興夫  がん哲学。Japan Cancer Forum 2018、平成30年8月12日、東京　（講演）

樋野興夫  ゲノム医療の時代到来〜遺伝病も単なる個性である社会構築〜。第4回難病・遺伝医学セミナー、平成31年8月21日、順天堂大学　（講演）
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大森一彦 CMD、 柳川洋一 instructor.　 JPTEC 第16回静岡外傷セミナー　2018.10.14

柳川洋一  インストラクター　静岡県DMAT隊員養成研修　2018.11.24,25

柳川洋一  インストラクター　大量殺傷型テロ対応病院コース（泉州）　2018.12.16

石川浩平　 駿東伊豆消防本部（伊東・東伊豆） 勉強会　2018.3

大森一彦　 駿東伊豆消防通信指令課 勉強会　2018.5.28-30

石川浩平　 静岡市消防本部 勉強会　2018.8

石川浩平　 下田地区消防本部 勉強会　2018.8

柳川洋一  インストラクター　日本DMAT隊員養成研修　2018.1.19,20

柳川洋一  インストラクター　浜松医科大学JATEC　2018.1.6,7

柳川洋一  インストラクター　大量殺傷型テロ対応病院コース　2018.7.8

柳川洋一、石川浩平.  インストラクター　順天堂保健看護ICLS　2018.7.29-31

大森一彦、竹内郁人.　 駿東伊豆消防多数傷病者事案机上訓練 勉強会　2018.9.3

大坂裕通　 御殿場小山消防 御殿場市消防本部 勉強会　2018.10.19

大森一彦　 富士宮消防 勉強会　 「低体温症」　2018.11.7

大森一彦、竹内郁人、長澤宏樹. 　駿東伊豆消防多数傷病者訓練 勉強会　2018.11.13

石川浩平 　静岡市消防本部 勉強会　2018.12

大坂裕通　 富士山南東消防本部 平成３０年度３署合同救急訓練 勉強会 長泉森永工場　2018.12.3

大坂裕通 　富士山南東消防 三島消防本部 勉強会　2018.12.12,13

岩神真一郎  第1部　病診連携（呼吸機能検査）、第2部　自然災害発生時における在宅酸素療法患者に対する地域ネットワークの構築.　田方医師会呼吸器研究会　2018年4
月12日　田方医師会館
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土至田宏  ハードコンタクトレンズの合併症, コンタクトレンズ講習会. 第61回日本コンタクトレンズ学会総会(フォーサム2018), 東京都, 2018年7月16日.

土至田宏  原理と角膜への影響. オルソケラトロジー講習会. 第61回日本コンタクトレンズ学会総会(フォーサム2018), 東京都, 2018年7月16日.

土至田宏  コンタクトレンズに関する医療情報（発展講習）. 平成30年度 医療機器・販売業の管理者に対する継続的研修. 静岡市, 2018年7月28日.

土至田宏  原理と角膜への影響. オルソケラトロジー講習会. 第72回日本臨床眼科学会, 東京都, 2018年10月14日.

土至田宏  角膜移植の未来．沼津ライオンズクラブ検眼活動推進チーム勉強会. 沼津市，2018年11月8日.

最上敦彦  その抜釘大丈夫?抜かなきゃよかった､､､　Common fractures のtips&tricks”展開の妙”　第44回日本骨折治療学会, 報告､ Jul., 6-7 2018. (岡山)

諸橋　達  術後のエドキサバンによる血栓予防および股関節感染症例の鑑別．第126回御茶ノ水HIP JOINTカンファレンス、レクチャー Jul., 21, 2018. (東京)

最上敦彦  Depuy Synthes Cadaveric Course in Bangkok, 講師, Sep.,7-8, 2018.　(Bangkok)

最上敦彦  Zimmer Biomet Trauma a Tokai Area Biockill Course, 講師, Feb., 23-24, 2018.　(Bangkok)

最上敦彦  Bangkok Cadaver Training Advanse Course(Basic Course) , 講師, Sep.,14-15, 2018.　(Bangkok)

最上敦彦  IM Nailingセミナー, Nov., 3, 2018.　(沖縄)

最上敦彦  骨折治療医と肩関節外科医のコラボレーション, Nov., 10, 2018.　(東京)

樋野興夫  		公益財団法人　日本対がん協会　朝日がん大賞　2018年8月

樋野興夫  日本癌学会学術賞　長與又郎賞　2018年9月

諸橋　達  Juntendo Unuversity private Cadaner Workshop, 講師, May, 10-11, 2018. (Bangkok)

神田章男  第48回日本人工股関節学会, 講師, Feb., 23-24, 2018. (東京)

神田章男  Juntendo Unuversity private Cadaner Workshop, 講師, May, 10-11, 2018. (Bangkok)

土至田宏  （公財）東京都眼科医会 第40回眼科コ・メディカル講習会．コンタクトレンズ．東京都, 2018年1月21日.

土至田宏  原理と角膜への影響. オルソケラトロジー講習会 第122回日本眼科学会総会, 大阪府, 2018年4月22日.
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松崎有修  視器の構造. 第40回 眼科コメディカル講習会, 静岡市, 2018年1月21日.

松崎有修  白内障手術における新しい多目的チョッパー. 第20回『JON研究会』講演会, 東京都, 2018年6月23日.

岡崎敦  慢性疼痛では痛み以外の評価が必要、慢性疼痛診療システム構築モデル事業研修会、横浜、2018.2.18
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